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台
湾
・
国
立
政
治
大
学
教
授

薛
化
元

台
湾
に
自
由
と
民
主
主
義
を
も
た
ら
し
た
政
治
の
巨
人
を
通
し
て
見

る
現
代
史
。
前
号
は
蔣
経
国
時
代
末
期
か
ら
、
第
八
期
総
統
に
就

任
し
、
動
員
戡
乱
時
期
を
終
結
さ
せ
る
ま
で
を
振
り
返
っ
た
。
今
号

は
言
論
や
教
育
の
自
由
化
、
お
よ
び
総
統
民
選
に
向
け
た
憲
法
改
正

プ
ロ
セ
ス
を
成
功
さ
せ
た
上
で
、
動
員
戡
乱
終
結
の
論
理
的
帰
結
と

し
て
も
、ま
た
実
態
と
し
て
も
、中
国
と
の
新
た
な
関
係
設
定
―
―
「
二

国
論
」
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
台
湾
の
姿
を
描
く
。

せ
つ　

か
げ
ん　

一
九
九
二
年
国
立
台
湾
大
学

歴
史
学
博
士
。
専
門
は
台
湾
史
。
二
〇
〇
八

年
よ
り
現
職
。
一
九
年
か
ら
は
文
学
院
長
も
務

め
る
。
著
書
（
邦
訳
）
に
『
詳
説
台
湾
の
歴
史

台
湾
高
校
歴
史
教
科
書
』（
主
編
）
な
ど
。

川
島
真
東
京
大
学
教
授
・
本
誌
編
集
委
員

連
載
　・
下

追
悼
　台
湾
政
治
史
の
中
の

　
　
李
登
輝
総
統

　
　
　
　
――
一
九
八
八
～
九
六
年
の
自
由
化
・
民
主
化
改
革

一
九
九
六
年
、
台
湾
初
の
総
統
直

接
選
挙
で
演
説
す
る
李
登
輝
氏

（
A
P=

時
事
）

翻
訳
・
訳
注
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自
由
化
、
民
主
化
改
革
―
―
動
員
戡
乱
時
期
の
終
結

◆
自
由
化
改
革
と
白
色
テ
ロ
の
終
結

　
「
動ど

う
い
ん
か
ん
ら
ん

員
戡
乱
」
の
終
結
は
、
戒
厳
解
除
が
実
現
し
た
後
の
政
治
自
由

化
の
過
程
に
お
け
る
重
要
な
成
果
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て

生
じ
た「
独
立
台
湾
会
事
件（
独
台
会
案
）」は
、反
対
派
の
言
論
を「
叛

乱
」
と
見
な
し
て
実
施
す
る
取
締
り
を
終
わ
ら
せ
る
上
で
重
要
な
契

機
と
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
五
月
九
日
、
法
務
部
調
査
局
が
台
湾
独

立
組
織
で
あ
る
独
立
台
湾
会
の
メ
ン
バ
ー
、
陳
正
然
、
廖
偉
程
、
王

秀
恵
、林
銀
福
四
名
を
摘
発
し
た
。
こ
れ
が
「
独
立
台
湾
会
事
件
（
独

台
会
案
）」
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
の
反
対
運

動
は
さ
ら
に
「
懲
治
叛
乱
条
例
」
と
「
刑
法
第
一
〇
〇
条
」（
＊
１
）

の
廃
止
を
求
め
る
運
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

改
革
要
求
の
圧
力
に
直
面
し
た
国
民
党
は
、
こ
う
し
た
要
求
に
応

じ
、
立
法
院
は
五
月
一
七
日
に
「
懲
治
叛
乱
条
例
」
の
廃
止
案
を
通

過
さ
せ
た
。
刑
法
第
一
〇
〇
条
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
継
続

し
て
抗
争
が
行
わ
れ
、
翌
九
二
年
五
月
一
五
日
に
修
正
案
が
立
法
院

を
通
過
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
後
言
論
が
叛
乱
認
定
の
要

件
と
は
な
ら
な
く
な
り
、
台
湾
の
白
色
テ
ロ
時
代
の
、
思
想
、
言
論
、

結
社
が
叛
乱
認
定
の
構
成
要
素
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
法

律
上
の
規
定
は
、
正
式
に
過
去
の
歴
史
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

教
育
の
自
由
化
も
ま
た
、
李
登
輝
総
統
の
任
期
内
に
進
め
ら
れ
た

こ
と
だ
っ
た
。
高
等
学
校
か
ら
改
革
が
始
め
ら
れ
、
教
育
部
に
属
す

る
国
立
編
訳
館
が
教
科
書
を
定
め
る
制
度
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、

日
本
の
制
度
に
似
た
、
一
つ
の
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
多
く
の
教
科

書
が
採
用
さ
れ
る
検
定
制
度
の
時
代
に
入
っ
た
。
ま
た
、
民
進
党
政

権
の
時
代
に
地
方
政
府
が
本
土
教
育
を
重
視
し
た
際
に
は
、
ま
ず
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
地
方
政
府
の
教
育
の
権
限
を
増
し
、
次
い
で

台
湾
を
主
体
と
す
る
中
学
校
の
「
認
識
台
湾
」
教
科
書
制
度
（
＊
２
）

を
打
ち
出
し
た
の
だ
っ
た
。

◆
民
主
化
改
革
と
自
由
国
家
と
し
て
の
位
置
付
け

　

民
主
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
前
述
（「
外
交
」
六
三
号
）
の
大

法
官
に
よ
る
新
た
な
憲
法
解
釈
と
憲
法
の
増
加
修
正
条
文
の
規
定
に

よ
り
、
一
九
九
一
年
と
九
二
年
に
相
前
後
し
て
第
二
期
の
国
民
大
会

代
表
と
立
法
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一
段
階
の

民
主
改
革
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
憲
法
改

正
の
結
果
と
し
て
、
九
四
年
に
は
省
お
よ
び
直
轄
市
の
首
長
民
選

と
、法
律
的
に
保
障
さ
れ
た
地
方
自
治
制
度
が
確
立
し
た
。
そ
し
て
、

九
六
年
に
は
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
言
葉
や
武
力
に
よ
る
威
嚇
の

下
で
、
総
統
直
接
選
挙
に
向
け
て
の
憲
法
改
正
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
し

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
台
湾
の
国
家
元
首
、
国
会
、
そ
し
て
地
方
自

治
に
つ
い
て
、
民
意
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
平
和
的
な
手
段
に
基
づ
い
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た
、
国
内
民
主
改
革
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
湾

も
ま
た
自
由
国
家
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
由
民
主
改
革
と
国
家
の
位
置
付
け
の
変
容

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
台
湾
の
民
主
改
革
は
、
中
華
民
国
の
台
湾

化
の
過
程
を
も
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
全
て
の
国
家
統
治
体

制
は
、
台
湾
、
澎
湖
、
金
門
、
馬
祖
の
空
間
を
範
囲
と
し
て
お
り
、

そ
こ
で
「
権
利
を
民
へ
と
返
還
」
し
て
、「
主
権
在
民
」
を
実
現
す

る
と
い
う
理
想
を
体
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
動
員
戡
乱
が
終
結
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
中
華
民
国
と

中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
に
も
構
造
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
動
員

戡
乱
体
制
の
下
で
は
、
中
華
民
国
政
府
は
北
京
の
政
府
を
「
叛
乱
組

織
」
だ
と
位
置
付
け
て
い
た
。
だ
が
、
李
登
輝
総
統
が
「
動
員
戡
乱

時
期
」
を
終
了
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
面
で
は
中
華
人
民
共
和
国

が
中
国
大
陸
を
統
治
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
他
面
で
中
華
民
国
が
台
湾
に
お
い
て
存
在
し
続
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
も
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
特
に
自
由
化
、
民
主
化
改
革
を
行
っ
て
か
ら
は
、
国
際
社
会
に

お
い
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
を
要
求
す
る
権
利
を
台
湾
が
有
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
意
義
を
考
え
れ
ば
、
一
九
九
九

年
に
李
登
輝
総
統
が
提
出
し
た
「
二
国
論
（
両
国
論
）」（
＊
３
）
の

主
張
は
、
九
一
年
の
憲
政
改
革
後
の
「
中
華
民
国
在
台
湾
」
と
い
う

国
家
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
明
文
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
、

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
「
一
つ
の
中
国
」
と
い
う
枠
組
み
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
、
李
登

輝
総
統
は
そ
の
任
期
内
に
当
時
の
台
湾
の
経
済
力
を
活
用
し
て
、
積

極
的
に「
実
務
外
交（
務
実
外
交
）」を
展
開
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

国
家
統
一
綱
領
に
基
づ
い
て
、
台
湾
海
峡
の
両
岸
に
お
い
て
双
方
が

対
等
の
政
治
実
体
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
上
で
、
三
通
（「
通
商
」

「
通
航
」「
通
郵
」）
を
含
む
、
さ
ら
な
る
交
流
を
展
開
す
る
こ
と
を

要
求
し
た
の
だ
っ
た
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
李
登
輝
総
統
に
と
っ
て

は
、
内
部
の
自
由
化
、
民
主
化
を
果
た
し
て
「
中
華
民
国
在
台
湾
」

を
現
出
さ
せ
た
上
で
、
中
華
民
国
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
を
対

等
の
存
在
と
す
る
政
治
的
枠
組
み
の
形
成
を
推
し
進
め
た
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。

未
完
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
李
登
輝
総
統
は
そ
の
任
期
内
に

国
内
外
か
ら
の
改
革
を
求
め
る
声
を
追
い
風
に
し
て
、
平
和
的
な
方

法
に
よ
っ
て
、
世
界
も
注
目
す
る
よ
う
な
台
湾
の
民
主
改
革
を
成
し

遂
げ
た
。二
〇
〇
〇
年
の
政
党
間
の
政
権
交
代
も
平
和
的
に
進
行
し
、

民
主
改
革
の
枠
組
み
が
一
層
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
李
登
輝
の
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任
期
内
の
最
も
重
要
な
政
治
的
な
成
果
で
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
李
登
輝
総
統
が
求
め
た
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
構

築
は
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
李
登
輝
総
統
は
、
中
国

の
内
戦
を
終
結
さ
せ
、
台
湾
海
峡
両
岸
の
関
係
を
政
治
的
に
対
等
な

も
の
と
し
、「
中
華
民
国
在
台
湾
」（
＊
４
）
と
い
う
状
態
を
国
際
的

な
通
常
の
国
家
の
状
態
へ
と
導
こ
う
と
努
力
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か

し
、
中
華
人
民
共
和
国
は
「
一
国
二
制
度
（
一
国
両
制
）」
に
基
づ

い
て
台
湾
を
そ
の
「
一
つ
の
中
国
」
の
下
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る

方
針
を
堅
持
し
、
台
湾
の
国
際
空
間
を
強
力
に
封
殺
し
た
た
め
、
李

登
輝
総
統
の
試
み
は
順
調
に
進
み
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
李

登
輝
総
統
は
、
一
九
九
九
年
に
「
二
国
論
（
両
国
論
）」
を
憲
法
に

位
置
付
け
る
憲
法
改
正
手
続
き
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
９
２
１
大

地
震
が
発
生
し
て
、こ
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

台
湾
の
外
で
正
常
な
国
家
た
ら
ん
と
す
る
努
力
が
抑
え
込
ま
れ
る
中

で
、
李
登
輝
総
統
は
離
任
後
に
民
間
と
協
力
し
な
が
ら
、
長
き
に
わ

た
っ
て
「
憲
法
を
制
定
し
て
正
し
い
名
前
を
用
い
る
運
動
（
制
憲
正

名
運
動
）」
を
進
め
、
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
た
。

　

国
内
の
問
題
で
は
、
国
家
の
公
権
力
が
、
二
二
八
事
件
か
ら
白
色

テ
ロ
に
至
る
、
長
期
に
わ
た
る
不
当
な
人
権
侵
害
を
行
っ
て
き
た
問

題
に
つ
い
て
、
李
登
輝
総
統
は
任
期
内
に
お
い
て
、
そ
の
受
難
者
が

家
族
へ
の
補
償
に
関
す
る
立
法
的
措
置
を
相
前
後
し
て
進
め
、
移
行

期
正
義
と
い
う
課
題
に
着
手
し
始
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
真
相
の
調

査
、
責
任
の
探
求
と
い
う
業
務
は
そ
の
任
期
内
に
は
完
遂
し
な
か
っ

た
。
二
〇
一
六
年
、
民
進
党
が
初
め
て
選
挙
を
通
じ
て
行
政
権
と
国
会

に
お
け
る
主
導
権
を
掌
握
し
た
後
、
よ
う
や
く
立
法
措
置
に
基
づ
く

移
行
期
正
義
の
後
続
業
務
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●（
＊
１
）
一
九
三
五
年
に
成
立
し
た
中
華
民
国
刑
法
の
第
一
〇
〇
条
。

内
乱
罪
に
相
当
し
、
白
色
テ
ロ
の
時
期
に
は
こ
の
一
〇
〇
条
が
適

用
さ
れ
て
多
く
の
者
が
犯
罪
者
と
さ
れ
た
。

（
＊
２
）
中
学
校
社
会
科
に
一
九
九
七
年
に
導
入
さ
れ
た
新
規
の
本
土

化
教
育
科
目
で
、「
歴
史
」「
地
理
」「
社
会
」
か
ら
な
る
。
陳
水

扁
政
権
成
立
後
に
通
常
科
目
内
に
編
入
さ
れ
た
。

（
＊
３
）
一
九
九
九
年
七
月
に
李
登
輝
が
提
起
し
た
考
え
方
で
、
両
岸

の
関
係
を
「
国
と
国
と
の
関
係
」「
特
殊
な
国
と
国
と
の
関
係
」

だ
と
し
た
考
え
方
の
こ
と
。
中
華
人
民
共
和
国
は
、
こ
れ
を
「
一

つ
の
中
国
原
則
」
に
反
す
る
も
の
だ
と
し
て
強
く
反
発
し
た
。

（
＊
４
）
実
際
に
統
治
の
及
ん
で
い
な
い
中
国
大
陸
全
体
を
中
華
民
国

の
所
在
地
と
し
て
措
定
す
る
の
で
は
な
く
、
台
湾
、
澎
湖
、
金
門
、

馬
祖
を
統
治
す
る
存
在
と
し
て
中
華
民
国
を
現
実
的
に
位
置
付

け
る
こ
と
。




